

















































































































































医至iii累層 医至Hi火砕岩層 500＋ 縫灰角礫岩流紋岩，溶結縫灰岩
000ちい回
岩稲累鬮 や火砕岩類い 1000± 安山岩溶岩安山岩質磯灰角礫岩







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ａ－ｆ War、 P『"z‘ｓ 姉/､ｺﾉﾙ"－type…L幼物Ｍ〔z""s…ん9ｍ"ｓ
９ ｌｍ ＰＹ"z４ｓ ”ﾉ､!〕ﾉﾉm-type…Ｋｂ陀陀e血…Ｌ/9"dmmzγ
Ａ－ｈ Warｍｅｒ 月""ｓｺﾞｵｸﾉoXy/０"－todiaceae ype…Ｋｂｔ此eγ、…Ｌ/9"/dZz〃6αγ…Ｔａｘ‐
War、 Ｐｆ"24ｓ 〃/DjMD"－type…Ｋセノビノbe伽…Ｌ姻伽伽α７
Ａ War、 月"ｚ４ｓ⑭ｂＭＤ"－type…Taxodiaceae
Ａ－ｋ Warｍｅｒ 月""ｓ‘ZipノＰＭ０ａｚゆzds oXy/o〃－ｔyｐｅ
０
● ・・Taxocliaceae…Ｌ幼jdo6Mz〃"ｓ…
Ａ－ｌ Ｗａｌｍ 月""ｓｄｉＤｂＭｂ"－type…L幼汕MZz""s…Taxodiaceae
７６ 金沢大学教育学部紀要（自然科学編） 第38号平成元年
⑥Ａ－ｇ花粉帯（中新世中期，砂子坂層上部）
は，Ｈ"z4sc！iMZy伽一typeとＫＣ桃c伽によ
り代表され，温暖な気候であった。
⑦Ａ－ｆ花粉帯(中新世中～後期，朝ケ屋層下
部）は，Ｐ/""ｓ‘秒/ＯＪＤﾉﾉo"－typeとルー
，ﾉﾋﾉo6aZcz"z`s,〃gjuz"ｓにより代表され，温暖な
気候であった。
⑧Ａ－ｅ花粉帯(中新世中～後期，朝ケ屋層中
部）は，Ｐｊ""ｓ‘わ/oX)ﾉﾉo"－typeとＬｅ‐
，ﾉﾋﾉＤＭｃｚ"z`s，zMbOzﾉzzにより代表され，温和な
気候であった。
⑨Ａ－ｄ花粉帯(中新世中～後期，朝ケ屋層中
部～上部）は，円""ｓ〃んZyん"－typeと
Ｋ醜JDCγ、により代表され，より温暖な気候で
あった。
⑩Ａ－ｃ花粉帯(中新世中～後期，朝ケ屋層最
上部)は,〃"z`s⑪/my/､"－typeとKeteleeria
により代表され，温暖な気候であった。
⑪Ａ－ｂ花粉帯（中新世後期，高窪層）は，
円"ｚ４ｓ〃/ＤＸｊノル"－type,Ｌ幼伽Mzz"zUsとルノ［
により代表され，やや温暖な気候であった。
⑫Ａ－ａ花粉帯（更新世前期，大桑層）は，
円"z4s伽/ＤｊＭ０"－type，Ｌ幼汕Ｍｎ"z`ｓと
Qzs伽Ｃａにより代表され，温和な気候であっ
た。
するので，この層が堆積した当時の気候は，高
窪層堆積当時よりも冷涼化したと考えられる。
本研究では，冷涼～温和な気候下での堆積を示
している。
これらをまとめると，大型および小型植物化
石の成果も本研究の結果も中新世前～中期には
温暖な気候であったという点で一致している。
中新世後期から鮮新世，第四紀更新世にかけて
は，従来の研究では気温が低下し，温和な気候
を示しているが，本研究では，温暖から冷涼な
気候を示し，本研究の方がやや暖かめの気候で
ある。しかし，これらの時代に生育していた植
物の種類を検討した結果，地域により植物相の
構成に違いが生じ，そのため各地域ごとに異な
る結果が生じた，と考えられる。
７結論
各地区ごとの各時期の花粉群集とそれに基づ
く気候解析の結果は，次のように要約きれる。
下位より上位にかけて，Ａ-1,Ａ－k,Ａ－ｊ,Ａ
－ｉ,A-h,A-g,Ａ－ｆＡ－ｅ,A-d,A-c,A
-b,およびＡ－ａの計12に区分された。これら
の各花粉帯（時期）の花粉群集と気候環境は，
以下のように要約される。
①Ａ－ｌ花粉帯(中新世前～中期，医王山層下
部)は，月"zUs〃ﾉｍｙ加一type,Ｌ幼励6α伽z`ｓ
により代表され，温暖な気候であった。
②Ａ－ｋ花粉帯(中新世前～中期，医王山層下
部～上部）は，Ｐｉ"z`ｓｍｉＰﾉＤＺ)mM-type，Tax‐
odiaceae,Ｌ幼汕MUz"z`s,およびPMDczzゆz`ｓに
より代表され，より温暖な気候であった。
③Ａ－ｊ花粉帯(中新世前～中期，医王山層最
上部)は，ＰＭｂｃｚｚゆ０４sとTaxodiaceaeにより代
表され，温暖な気候であった。
④Ａ－ｉ花粉帯(中新世中期，砂子坂層下部）
は，Ｐｿﾞﾉｚｚ４ｓ〃んｊＭｂ"－type,〃ねんcmzにより
代表され，温暖な気候であった。
⑤Ａ－ｈ花粉帯（中新世中期，砂子坂層中部）
は，Ｐｉ"z4s〃/αﾛ〕ノル"－typeとＫｂ桃c伽によ
り代表され，より温暖な気候であった。
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